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国
の
平
成
十
六
年
度
当
初
予
算
は
、
こ

れ
ま
で
の
「
改
革
断
行
予
算
」
と
い
う
基

本
路
線
を
継
続
し
、
制
度
・
政
策
の
抜
本

的
な
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
歳
出
全

体
に
わ
た
る
徹
底
的
な
見
直
し
を
行
い
、

歳
出
改
革
を
一
層
推
進
し
、
一
般
会
計
歳

出
及
び
一
般
歳
出
に
つ
い
て
、
実
質
的
に

平
成
十
五
年
度
の
水
準
以
下
に
抑
制
す
る

こ
と
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
地
方
歳
出
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
五
年
度
に
引
き
続
き
地
方
財
政
計
画
全

体
の
規
模
が
減
額
に
な
る
と
と
も
に
、
地

方
交
付
税
総
額
が
抑
制
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
、
県
税
収
入
の
大
幅
な
伸
び
が
期
待
で

き
な
い
な
ど
、
本
県
財
政
は
極
め
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
厳
し
い
財
政
環
境
下
で

は
あ
り
ま
す
が
、
平
成
十
六
年
度
は
、
自

立
型
経
済
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を

一
層
強
化
し
、
沖
縄
振
興
計
画
を
着
実
に

推
進
し
て
い
く
上
で
、
重
要
な
年
度
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
た
め
、「
参
画
と
責
任
」、「
選
択

と
集
中
」、「
連
携
と
交
流
」
と
い
っ
た
沖

縄
振
興
計
画
の
基
本
姿
勢
の
も
と
、
効
果

的
か
つ
効
率
的
な
行
政
運
営
を
進
め
、
廃

棄
物
対
策
な
ど
の
新
た
な
政
策
課
題
や
、

観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
の
振
興
、
情
報
通

信
産
業
の
集
積
、
農
林
水
産
業
の
振
興
、

産
業
の
振
興
と
雇
用
の
創
出
、
医
療
福
祉

の
向
上
、
文
化
の
振
興
、
地
域
・
離
島
の

振
興
等
の
諸
施
策
の
積
極
的
な
推
進
を
図

る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成
十
六
年

度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
部
局
に

お
け
る
「
選
択
と
集
中
」
が
反
映
さ
れ
る

よ
う
予
算
編
成
手
法
を
見
直
す
と
と
も

に
、「
新
沖
縄
県
行
政
シ
ス
テ
ム
改
革
大

綱
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
つ
つ
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
、
事
業
の
優
先
度
に
十
分
配

慮
し
、
新
た
な
政
策
課
題
や
緊
急
か
つ
重

要
な
施
策
に
的
確
に
対
応
す
る
予
算
を
編

成
し
ま
し
た
。




